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愛
媛
大
学
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
特
別
コ
ー
ス
は

文
部
科
学
省
の「
理
数
学
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 」
に
 採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
律
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

宇
和
海
で
の
海
洋
調
査
実
習

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

早
期
の
海
外
調
査
経
験

　
愛
媛
大
学
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
特
別
コ
ー
ス
は
，
平
成
17
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に
早
期
卒
業（
大
学
の
学
部
課
程
を
最
短

3
年
で
卒
業
で
き
る
制
度
）を
含
め
，
2
6
人
が
卒
業
し
，
本
学
の
大
学
院
に
進
学
す
る
な
ど
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。ま
た
，
学
部
生
で
あ
り
な
が
ら

学
会
発
表
を
行
う
な
ど
そ
の
成
果
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
，
平
成
20
年
度
に
は
文
部
科
学
省
の「
理
数
学
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
も
愛
媛
大
学
は
独
自
の
取
り
組
み

に
よ
り
，
自
然
科
学
に
強
い
関
心
が
あ
り
研
究
者
を
目
指
す
学
生
を
応
援
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
採
択
に
よ
り
，
学
生
に
対
す
る
支
援
が
よ
り
充
実

し
ま
し
た
。平
成
21
年
度
末
に
は
，
文
部
科
学
省
の
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
評
価
委
員
会
か
ら
Ａ「
優
れ
た
成
果
が
期
待
で
き
る
取
り
組
み
で
あ
り
，

計
画
通
り
推
進
す
べ
き
」と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※

※
理
数
学
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

海
外
で
生
物
群
や
地
質
を
観
察
す
る
。

研
究
手
法
を
会
得
し
，問
題
解
決
能
力
を
養
う
。

関
連
分
野
の
最
先
端
研
究
の
現
場
に
接
す
る
。

現
地
調
査
を
自
ら
が
行
い
、創
造
性
を
刺
激
す
る
。

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
特
別
コ
ー
ス
で
は

毎
年
1
回
生
が
約
1
ヵ
月
間
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
滞
在
し
ま
す
。う
ち
，数
日
は「
理
数
学
生

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
研
究
施
設
の
訪

問
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。平

成
22
年
度
は
，ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
北
部
の
ケ
ー

プ
・
ト
リ
ビ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
訪
れ
ま
し
た
。こ
の

一
帯
は
，「
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
の
湿
潤
熱
帯
地
域
」と

し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
お
り
，

世
界
最
古
と
さ
れ
る
熱
帯
雨
林
で
覆
わ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
，
同
じ
く
世
界
遺
産
の
グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー

フ
に
接
し
て
お
り
，
熱
帯
雨
林
と
珊
瑚
礁
が
出
会
う
場

所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

1
回
生
を
対
象
に
，
各
自
が
自
主
的
に
研
究
テ
ー
マ
を

設
定
し
て
，自
由
時
間
に
調
査
，実
験
等
を
行
う
自
律
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 学
生
は
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
文
献
等
の
調
査
か
ら
始
ま
る
研
究

の
手
法
を
会
得
し
，
問
題
解
決
能
力
を
養
い
ま
す
。ま

た
，プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
，著
名
な
研
究

者
を
招
い
て
，
学
生
時
代
の
過
ご
し
方

や
研
究
者
の
心
構
え
等
に
つ
い

て
懇
談
し
た
り
，
最
先
端
の

研
究
に
関
す
る
講
演
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

主
に
1
回
生
が
沿
岸
環

境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の

調
査
船
「
い
さ
な
（
勇
魚
）」
に

乗
船
し
，
愛
媛
県
南
西
部
の
宇
和

海
で
大
量
発
生
し
て
い
る
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
の

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。数
か
所
の
海
域
で
，
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ

の
鉛
直
分
布
を
把
握
す
る
た
め
の
水
中
ビ
デ
オ
観
測
や
，

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト
に
よ
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
等
を
実
施
し

ま
す
。年
に
よ
っ
て
は
イ
ル
カ
の
群
れ
に
出
会
う
こ
と
も
あ

り
，
数
頭
の
イ
ル
カ
が
同
時
に
ジ
ャ
ン
プ
を
繰
り
返
す
様

子
を
近
距
離
か
ら
観
察
で
き
ま
し
た
。

「
理
数
学
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
採
択
に
よ
り
，

学
生
が
海
外
調
査
に
同
行
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。こ
の
3
年
間
で
，イ
ン
ド
ネ
シ
ア
，タ
イ
，ベ
ト

ナ
ム
，
ガ
ー
ナ
に
合
わ
せ
て
8
名
の
学
生
を
派
遣
し

ま
し
た
。こ
の
う
ち
，
タ
イ
で
は
，
マ
ラ
リ
ア
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
を
進
め
る
た
め
，
診
療
所
を
訪
問
し
た

り
，
媒
介
蚊
を
用
い
た
実
験
を
行
っ
た
り
し
ま
し

た
。ま
た
ベ
ト
ナ
ム
で
は
，
電
子
・
電
気
機
器
廃

棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
に
伴
う
汚
染
等
を

調
査
す
る
た
め
，
環
境
試
料
を
採
取
す
る
な

ど
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
海
外
調
査
以
外

に
,平
成
2
2
年
度
は
4
回
生
3
名
を

学
会
発
表
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に
派

遣
し
ま
し
た
。

①
マ
ラ
リ
ア
治
療
施
設（
タ
イ
）

②
環
境
試
料
の
採
取（
ガ
ー
ナ
）

③
ニ
ワ
ト
リ
の
内
臓
を
採
取（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

①
海
面
を
埋
め
る
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
の
集
群

②
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
採
集

③
伊
予
灘
で
遭
遇
し
た
イ
ル
カ
の
群

①
実
験
計
画
の
指
導

②
日
常
的
な
チ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
指
導

③
日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
し
た
寒
川
賢
治
先
生
と
の
懇
談
会

①
ケ
ー
プ
・
ト
リ
ビ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
海
岸
　

②
熱
帯
雨
林
の
観
察
施
設
　
③
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
観
察

❶

❷

❶
❶

❶

❸

❸

❸

❷

❸

❷

❷

将
来
有
為
な
科
学
技
術
関
係
人
材
を
育
成
す
る
た
め
，
理
系
学
部
を
置
く
大
学
に
お
い
て
，

1
）入
試
等
選
抜
方
法
の
開
発
・
実
践
，　
2
）教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
践
，　
3
）意
欲
・

能
力
を
伸
ば
す
工
夫
し
た
取
組
等
，
理
数
分
野
に
関
し
て
強
い
学
習
意
欲
を
持
つ
学
生

の
意
欲
・
能
力
を
さ
ら
に
伸
ば
す
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
を
行
う
も
の
で

す
。愛
媛
大
学
が
採
択
さ
れ
た
平
成
2
0
年
度
に
は
，
2
9
大
学
か
ら
応
募
が
あ

り
，
外
部
有
識
者
に
よ
る「
理
数
学
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」企
画
評
価
委

員
会
が
審
査
し
た
結
果
，本
学
な
ど
5
大
学
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
期
間
は
4
年
間
で
す
。
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（平成 24 年度入試の概要は次のとおりです。）

平成 23 年 9 月 1 日（木）～7 日（水）

平成23年12月12日（月）～16日（金）

平成24年1月28日（土）

平成24年2月3日（金）

外国語（『英語』）

平成23年10月20日（木）
10月1日（土）・2日（日）

地理歴史・公民（1 科目選択）
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1

2011年度 SSC「課題研究A」「課題研究C」発表会
日時: 2012年 2月 20日 (月) 09:30 – 12:30、13:30 – 17:00

場所: 総合研究棟 I (理学部構内) 6階会議室

09:30–11:00 「課題研究A」環境科学コース (6名)

A-1: 09:30–09:45 池田 宏文 (環境科学コース)

ストレスによるヒラメの血中遊離アミノ酸濃度の変化

A-2: 09:45–10:00 坂本 航平 (環境科学コース)

外洋水流入による低次生態系の変化

A-3: 10:00–10:15 白石 由乃 (環境科学コース)

コアマモ種子における最適発芽環境の解明

A-4: 10:15–10:30 高橋 健太郎 (環境科学コース)

ダイズ種子の代謝物測定による乾燥耐性メカニズムの研究

A-5: 10:30–10:45 藤原 由衣 (環境科学コース)

安定同位体比による重信川水系の環境解析

A-6: 10:45–11:00 山下 僚平 (環境科学コース)

ピレン曝露がウイルスキャリアーヒラメの斃死率に与える影響

11:15–12:30 「課題研究A」地球惑星科学コース (2名)、生命科学工学コース (3名)

A-7: 11:15–11:30 神崎 大貴 (地球惑星科学コース)

透過型電子顕微鏡を用いた Fe-FeS 系高圧新鉱物の構造及び組成決定

A-8: 11:30–11:45 丸山 玄太 (地球惑星科学コース)

高圧下でのフォルステライト (Mg2SiO4) 反応帯成長実験

A-9: 11:45–12:00 北野 千奈 (生命科学工学コース)

熱帯熱マラリア原虫タンパク質 MSPDBL2の赤血球表出を調べるアッセイ法の検討

A-10: 12:00–12:15 黒河 健太 (生命科学工学コース)

HCVタンパク質の合成と機能解析

A-11: 12:15–12:30 高津 愛 (生命科学工学コース)

植物葉緑体 RSH タンパク質の機能解析

13:30–15:00 「課題研究A・C」環境科学コース (4名)、地球惑星科学コース (2名)

C-1: 13:30–13:45 岩清水 徳堂 (環境科学コース)

豊後水道における急潮の潮汐制御に関する数値的研究

C-2: 13:45–14:00 加藤 義仁 (環境科学コース)

北極振動と潮汐混合に同期した瀬戸内海における成層構造の季節進行
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2

C-3: 14:00–14:15 森 信之介 (環境科学コース)

Metabolic Analyses and Water Relations of Soybean Seeds and Seedlings after Life-

threatening Desiccation

A-12: 14:15–14:30 三宅 望 (環境科学コース)

複数の階層型ニューラルネットワークを用いた、劣化画像に対する雑音除去性能の
向上に関する研究

C-4: 14:30–14:45 大東 真利茂 (地球惑星科学コース)

GPGPUによる海洋コミュニティーモデルの高速化

C-5: 14:45–15:00 末次 秀規 (地球惑星科学コース)

マントル遷移層条件下での含水 MORB, Harzburgite の相関係

15:15–17:00 「課題研究C」生命科学工学コース (7名)

C-6: 15:15–15:30 有本 大 (生命科学工学コース)

Hepatitis C virus プロテアーゼ基質宿主タンパク質の探索及び解析

C-7: 15:30–15:45 笹岡 千紗 (生命科学工学コース)

熱帯熱マラリア原虫における赤血球期抗原 H04 の性状解析

C-8: 15:45–16:00 杉野 友香 (生命科学工学コース)

マラリア原虫タンパク質 P36pの肝細胞侵入時における局在解析

C-9: 16:00–16:15 高林 泰斗 (生命科学工学コース)

植物オルガネラ翻訳系の試験管内構築

C-10: 16:15–16:30 土居 靖典 (生命科学工学コース)

コムギ胚芽抽出液中で働く非修飾 suppressor-tRNA の合理的設計及びそれを利用し
た tRNA processing の評価と制御

C-11: 16:30–16:45 藤木 春美 (生命科学工学コース)

乳がん患者血清中の自己抗体を指標とした新規診断マーカーの探索と抗原タンパク
質の解析

C-12: 16:45–17:00 畑野 晋也 (生命科学工学コース)

熱帯熱マラリア新規ワクチン候補抗原 AS38 の性状解析
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suppressor-tRNA  
tRNA processing  

4   

Suppressor-tRNA sup-tRNA  tRNA mRNA

tRNA
sup-tRNA

WGE sup-tRNA
WGE tRNA processing  

 sup-tRNA Oriza sativa tRNA amber
UAG Ser, Leu, Ala tRNA

Ser tRNA 2 sup-tRNA
sup-tRNA tRNA 2

2
sup-tRNA 50%

eRF1 aptamer 85%
Fig.1  

WGE tRNA processing
4 sup-tRNA sup-tRNA

pre-sup-tRNA
5’ leader RNase P 3’ trailer RNase Z

3’ CCA CCA 5’ processing 3’ processing
Fig.2 3’ processing 3’ trailer

3’ trailer 3’ trailer
3’ processing tRNA 3’ processing

 
3’ processing
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